
不祥事防止年間研修計画 

府中市立国府小学校 

不祥事防止委員会 

１ 目 的 

 ・不祥事を根絶するために、定期的に研修を実施し、教育公務員としての自覚を高める。 

 ・全教職員で研修を行うことにより、不祥事を根絶する職場の体制づくりをする。 

２ 方 法 

 ・毎月１回（原則校内研修日の月曜日）を服務研修日とし、全教職員で行う。 

 ・管理職及び推進部会が研修を担当し、研修計画に沿って内容を計画・準備する。 

 ・『教職員による不祥事の根絶―信頼され続ける教職員であるためにー』（改訂版）等を活用して、ロールプレイや熟議など実

践的・体験的に自らの問題として考えられるような研修となるよう工夫する。 

 ・研修資料等は個々にファイルに保管し、必要に応じて振り返りや確認ができるようにする。 

 

３ 年間服務研修計画 

月 研 修 内 容  担当 

４月 

教職員の服務について 

求められる教職員像 

会計の適正な管理について 

教職員による不祥事の根絶（改訂版） 

県教育委員長緊急アピール他 

関係資料 

校長 

５月 「個人情報の管理」について 教職員による不祥事の根絶（改訂版） 教頭 

６月 「セクシュアル・ハラスメント」と「わいせつ行為」の防止について 教職員による不祥事の根絶（平成２８年８月） 教務部 

７月 「体罰」の未然防止について 教職員による不祥事の根絶（平成２５年１月） 研究部 

８月 「交通事故防止」について 交通事故防止関係DVD 生徒指導部 

９月 危機管理について・不祥事防止のための自己チェック 関係資料 健康推進部 

10月 法規演習・府中市学校管理規則について 教職員による不祥事の根絶（平成２５年１月） 校長 

11月 
「ヒヤリ・ハット」の事例研修 

「自分自身の振り返りと目指す自分の姿」について 

関係資料 

教職員による不祥事の根絶（改訂版） 
教務部 

12月 「飲酒運転防止」について 
関係資料 

教職員による不祥事の根絶（平成２４年６月） 
研究部 

１月 「パワー・ハラスメント」の防止について 教職員による不祥事の根絶（平成２６年４月） 生徒指導部 

２月 「薬物乱用防止」について 関係資料・講師派遣依頼 健康推進部 

３月 年間のまとめ 教職員による不祥事の根絶（改訂版） 教頭 

  ※服務研修時には、「求められる教職員像」と「学校の決意表明」を再確認する。 
※喫緊の課題については、記者発表資料等を活用して研修資料を作成する。 

 

 

 

 

 

 



別紙様式 

 

【不祥事根絶に向けた本校の決意】（行動基準） 

 

 

府中市立国府小学校 

                                                   作成責任者 校長 長谷川奈保美 

 

 

 

 

区分 本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期 

教職員の規範

意識及び自主・

自律性の確立 

〇法令法規等について積極

的に調べ守ることについ

ては、やや受け身の姿勢

である。 

○人間として正しい道を判断基準とす

る。 

○日々の業務は、法令法規等をはじめ 

校務規程により実施する。 

○実際に発生したミスやヒヤリハッ 

ト等の原因を分析し、再発を防ぐ実 

践的な服務研修を実施する。 

○まず、自らが調べ考える習慣をつけ 

る。 

〇不祥事防止の冊子(増補版、飲酒、

体罰)及び法令法規等、手元に置く。 

〇アンケートや面談を定期的に実施

する。明らかになった課題は、個別

指導を行うとともに計画的に研修

内容に入れる。 

〇ＯＪＴで、調べた記録を積み上げ

る。 

〇冊子の有無等の確認 

 

〇学期 1 回のアンケート

及び面談 

 

 

〇個人の研修記録の作成 

法令・法規等

の遵守を基盤と

した活力ある学

校組織の確立 

〇勤務時間外であっても法

令・法規に逸脱した行為

となっていないか自己を

俯瞰的に見る習慣を常に

持つ。 

○分掌を個人引継ぎとせず、校内組織

で引き継ぐ。その際、主任・主事を

リーダーとして業務の合理性の有無

等について改善向上を図る。 

〇教育公務員として、特に遵守すべき 

 事項を家族に伝える。 

 また、日常の行動について家族に知

らせる。 

〇校内企画委員会等により、主任・主

事の機能化の確認を行う。 

 

 

〇「飲酒」「交通事故」「体罰」「個人

情報」 

 等、自己課題と感じていることを家

族に伝え、協力を依頼する。 

〇校内企画委員会で確認

する。 

 

 

〇学年主任に報告する。 

相談及び情報

共有体制の確立 

〇学校運営上の日常の気づ

きや変化について教職員

間の共有をより充実させ

る。  

〇教職員が相談しやすい体

制を作る。 

○報告・連絡・相談の徹底を図る。 

〇児童の安全、物品や文書の所在、校

舎内外の変化等、細やかに情報発信

する。 

〇主任・主事及び管理職が教職員の気

持ちに関われるように耳を傾ける。 

〇「いつまでに」「どのレベルまで」

行うのか計画的な改善を図る。 

 

〇教職員と個々の課題解決へ向けて

考える。 

〇改善事項を記録し、学期

末には配布し、再発生を

防ぐ。 

〇継続して相談できるよ

うフォローする。 

 

不祥事根絶のための行動計画 私たちは「教育」に全力を注いでいきます。 

・使命  私たちは、子どもたちを守り、育てます。 

・遵法  私たちは、法令を遵守します。 

・公正  私たちは、不祥事を許しません。 

・公開  私たちは、地域に開かれた学校にします。 


